
研究動機
どうしたらシールが剝がれやすくなる
のか気になったから。

反省
実験の際、加熱の力の大きさ、シールの加圧
力、などを細かく実験できなかった。

道具
・果実水 ・水
・シール ・ガスライター・ピンセット
・ガスライター・ガスバーナー・金網

仮説
水よりも果実水を使う方が剥がれやすくなる
と考える。

今後の展望
正しく実験がおこなえなかった部分を正確に行
える方法を調べて、正しく実験をし、正しい数
値が出せるようにしたい。

実験
〇実験工程
教科書を何冊か用意し、一番下の教科書にシール
を貼ったガラス板を挟む。
ビーカーに果実水を６０ｍｌ入れ、ガスバーナー
の火にかけ、ビーカーの中の果実水を沸騰させる。
沸騰したら、ビーカーの中にシールを貼ったスラ
イドガラスを入れる。
10分間、スライドガラスをビーカーの中に入れた
ままの状態にし、10分後にビーカーからスライド
ガラスを取り出し、シールが剥がれているか確認
する。
剥がれていなかった場合、ピンセットでシールを
めくり、粘着がなくなった部分をとる。
果実水を水に変え、上記と同様の実験を行う。

〇実験補足
シールを貼ったガラス板を挟んだ時間は、それぞ
れ5分間、10分間とした。
スライドガラスを入れたビーカーは、アルミホイ
ルを被せ輪ゴムでとめ、果実水、水の蒸発を少な
くした。
果実水は、みかんの皮5枚に400mlの水を入れ、一
度沸騰させてから弱火で20分間煮詰め、冷ました
ものを使用した。

結果
正確なまとまった数値がでなかった。
１０分での実験でデータがうまくでなかったた
め、５分での実験は行わなかった。
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考察
果実水と水で実験したところ、正確なまとまっ
た数値がでなかった。
理由としては、加熱の力の大きさが一定ではな
かった。シールを教科書で挟むとき同じ圧力で
おせていなかった。アルミホイルを被せたこと
によるビーカー内への加圧によりシールが剥が
れた。それらを均等に実験できなかったことが
あげられる。また、沸騰時に発生した気泡の影
響でシールのはがれ具合が変化したと考えられ
る。
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